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２連８ｘ８ドットＬＥＤの説明 
                                     ２０２３年４月２２日 Ｖ１．００ Ｔａｉｓｈｉ 

 

 

 

動作概要 

 ・シリアル通信で受信したデータに基づいて ８ｘ８ドットＬＥＤに文字を表示します。 

  受信データはアスキーデータで、００Ｈから７ＦＨまでのデータに対応した文字を表示します。 

  表示する文字は基本的にアスキーの英文字になりますが、 

  １０Ｈから１ＡＨは特別に「日月火水木金土年時分秒」になります。 

  通信上の１０個データ列から指定位置のデータを選択して表示します。 

 

 ・最大１０個までの８ｘ８ドットＬＥＤをつなげて、表示指定位置を違う値にすれば 

  最大１０桁の文字表示出来ます 

  

 ・電源ＯＮの後 又はリセットスイッチを押した後は ２つのＬＥＤが点滅している時に 

  セットスイッチを押すと、設定値の設定モードになります。そのモードで表示位置、通信ＢＰＳ、 

  デリミタコード、表示位置、表示回転を設定する。 

 

 ・電源スイッチをＯＮした時、又はリセットスイッチを押して離した時は 

  背面のＬＥＤ２つが点滅します。 

  その後 アスキーデータによる表示を行います。 

 

 ※ ８ｘ８ドット以外のＬＥＤ、スイッチ類は 背面にあります。 

   （ＬＥＤ３、６Ｐヘッダー、６Ｐソケットは除く） 

 ※ 基板上には、同じ機能の８ｘ８ドット表示器が２つ有、設定も別々に２つ分行います。 

 

 ※ ６Ｐヘッダー、６Ｐソケットの信号は 

      基本的に「８ｘ８ドットＬＥＤ（ＰＩＣ１６Ｆ１８３６使用）」と互換があります。 

   但し、ビットデータモードは有りません。 
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１．表示モード 

 電源スイッチをＯＮした時、又はリセットスイッチを押して離した時は 

 背面のＬＥＤ２つが点滅します。 

１．１．アスキーデータ表示モード 

 背面ＬＥＤ２つの点滅の後、ディップスイッチのＢＩＴがＯＦＦの時は 

 アスキーデータ（文字コード列）の受信により 文字の表示を行います。 

 その時の 表示データのデリミタ（ＣＲ 又は ＬＦ）は 

 デリミタ指定値に合致しないと無効になります。 

 何番目の文字を表示するかの指定（０～９）により、表示する文字が決まります。 

 ※電源ＯＮ後、データが来るまでは、斜め線を表示します。 

 

 ６Ｐヘッダー、６Ｐソケットの６ピン信号（ＳＰＡＲＥ）がＨｉｇｈになると、 

 ８ｘ８ドットＬＥＤの表示を暗くします。 

 

２．設定モード 

  リセット直後にＬＥＤが２つ点滅している時に 

  セットスイッチをＯＮしているとＬＥＤ１(緑）だけの速い点滅になり、 

    スイッチを離すと設定モードになります。 
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２．１．指定番号の設定モード 

  初めに指定番号の設定で現在の指定番号から、約５秒間隔で点滅しながら 

  ０～９の数字を繰り返し表示する。 

  指定番号の説明（デリミタはｃｒ） 

  アスキーで  ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ ｃｒと送信された時 

         ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ 

         ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ＋ ０の指定番号で表示される 

         ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ＋－－ １の指定番号で表示される 

         ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ＋－－－－ ２の指定番号で表示される 

         ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ＋－－－－－－ ３の指定番号で表示される 

         ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ＋－－－－－－－－ ４の指定番号で表示される 

         ｜ ｜ ｜ ｜ ＋－－－－－－－－－－ ５の指定番号で表示される 

         ｜ ｜ ｜ ＋－－－－－－－－－－－－ ６の指定番号で表示される 

         ｜ ｜ ＋－－－－－－－－－－－－－－ ７の指定番号で表示される 

         ｜ ＋－－－－－－－－－－－－－－－－ ８の指定番号で表示される 

         ＋－－－－－－－－－－－－－－－－－－ ９の指定番号で表示される 

 

 

 指定番号－０ 

 

  指定番号を設定したい時は その数字が表示されている時にセットスイッチを 

  長押し（２秒以上）するとＬＥＤ２（赤）が点灯するのでスイッチを離すとその値が設定され、 

  ｂｐｓ設定に移行します。 

 

  セットスイッチを短く（０．５秒以下）押して離すと、設定はせずに次の設定に移行します。 
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２．２．通信ｂｐｓの設定 

  現在の指定文字から、約５秒間隔で点滅しながら 

  ’Ａ’、’Ｂ’、’Ｃ’、’Ｄ’、’Ｅ’、’Ａ’．．．．の順に文字を繰り返し表示します。 

  通信ｂｐｓ指定文字の説明 

   'A': 600BPS 

   'B':1200BPS 

   'C':2400BPS 

   'D':4800BPS 

   'E':9600BPS 

 

 

 ９６００ＢＰＳ 

 

  通信ＢＰＳを設定したい時は その文字が表示されている時にセットスイッチを 

  長押し（２秒以上）するとＬＥＤ２（赤）が点灯するのでスイッチを離すと 文字に対応する 

  ｂｐｓが設定され、デリミタコードの設定に移行します。 

 

  セットスイッチを短く（０．５秒以下）押して離すと、設定はせずに次の設定に移行します。 
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２．３．デリミタコードの設定 

  現在の指定コードから、約５秒間隔で点滅しながら 

  ’cr’、’lf’．．．．の順に文字を繰り返し表示します。 

  デリミタコードの説明 

   'cr':0x0a(LF Ctrol-J) 

   'lf':0x0d(CR Ctrol-M) 

 

 

 デリミタ－ｃｒ 

 

  指定番号設定したい時は その数字が表示されている時にセットスイッチを 

  長押し（２秒以上）するとＬＥＤ２（赤）が点灯するのでスイッチを離すと 

  そのデリミタが設定され、次の表示位置の設定に移ります。 

 

  セットスイッチを短く（０．５秒以下）押して離すと、設定はせずに次の設定に移行します。 
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２．４．表示位置の設定 

現在の表示位置設定から、約５秒間隔で点滅しながら、「８」の字が１ドットづつ右に移動し、 

右に３ドット移動した後は、右に移動しない位置（０ドット移動）に戻り、表示と移動を繰り返し

ます。 

 

 表示位置 ０ドット 

 

その移動位置で表示されている時にセットスイッチを長押し（２秒以上）すると、ＬＥＤ２（赤）     

が点灯するので、離すと設定され、次の表示文字の回転の設定に移ります。 

 

  セットスイッチを短く（０．５秒以下）押して離すと、設定はせずに次の設定に移行します。 
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２．５．表示文字の回転の設定 

  現在の回転設定から、約５秒間隔で点滅しながら、「Ｆ」の字が回転します。 

 

 回転 ０度 

 

その回転位置で表示されている時にセットスイッチを長押し（２秒以上）すると、ＬＥＤ２（赤）     

が点灯するので、離すと設定され、最初の指定番号の設定に戻ります。 

 

  セットスイッチを短く（０．５秒以下）押して離すと、 

  設定はせずに最初の指定番号の設定に戻ります。 

 

※設定モードから抜けるには 電源をＯＦＦするか、リセットスイッチを押します。 
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３．スイッチ、ＬＥＤの説明 

 

 

※ ２つのブロックに同じ機能のスイッチやＬＥＤ、コネクタが有ります。 

 （６Ｐヘッダー、６Ｐソケットは除く） 

 

 ① ＬＥＤ１：３つのＬＥＤの内の一つ（緑） 

 ② ＬＥＤ２：３つのＬＥＤの内の一つ（赤） 

 ③ セットスイッチ：設定モードで使います 

 ④ リセットスイッチ：ソフト的には電源ＯＮと同じ動作をします 

 ⑤ 書き込み用コネクタ：プログラムを書き込む為のコネクタ 

 ⑥ ＬＥＤ３：３つのＬＥＤの内の一つ（黄）、受信データで点灯する 

 ⑦ ６Ｐヘッダー：シリアルデータを受ける側のコネクタ 

 ⑧ ６Ｐソケット：シリアルデータを送る側のコネクタ 

 ⑨ ３Ｐヘッダー：デバッグ、チェック用に使う 
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付録１．簡単に動作確認をする方法 

  パソコンのターミナルプログラム（ＴｅｒａＴｅｒｍ等）とＴＴＬ－２３２Ｒ－５Ｖ（ＦＴＤＩ製） 

  を使い、変換ケーブルを使って この８ｘ８ドットＬＥＤの６Ｐヘッダーに接続します。 

  ターミナルプログラムから キーボードで文字を打ち、最後に指定デリミタ（ＬＦ 又はＣＲ）を 

  送ると 表示するのでチェックになります。 

 

 ※・ターミナルプログラムとＴＴＬ－２３２Ｒ－５Ｖインストールは予め完了しておいてください。 

  ・通信ｂｐｓは設定の値にあわせてください。 

   （他の設定はパリティなし、１ストップビットです） 

 

 ※・３Ｐヘッダーは中ピンとＥＣＨＯピンをジャンパーピンで接続します。 

 

 

 

接続ケーブル結線表 

ＴＴＬ－２３２Ｒ－５Ｖ    ８ｘ８ドットＬＥＤ６Ｐピンヘッダー 

   黒：ＧＮＤ －－－－－－－ ３ピン 

   茶：ＣＴＳ  

   赤：ＶＣＣ（５Ｖ） －－－ ２ピン 

   橙：ＴＸＤ －－－－－－－ ５ピン 

   黄：ＲＸＤ －－－－－－－ ４ピン 

   緑：ＲＴＳ  
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付録２．プログラムの書き込み方法 

    ５Ｖ電源を入れる為に、電源供給冶具を使います。 

  ＡＶＲＩＳＰ ＭｋⅡの６Ｐコネクタを電源供給冶具を入れて、そこから 

    裏面の６Ｐコネクタに差し込んで書き込みを行います。 

  書き込む時は電源供給冶具の電源をＯＮにします。 

 

 ※・これ単体で動作させたい時（設定をする時など）はＡＶＲＩＳＰは繋がずに 

    電源供給冶具の電源をＯＮにして 動作させる事も出来ます。 

 

 

 


